
一 般 質 問 ＜ 代 表 ＞ 発 言 通 告 書

令和６年２月１３日

長久手市議会議長 殿

会派名 翼

長久手市議会議員 大島令子

会議規則第５９条第２項の規定により下記のとおり通告します。

受
付
代 表 質 問 第 号

令和 年 月 日 時 分

質 問 事 項 及 び 要 旨 備考

１

施政方針「子どもがすくすく育つまち」について

⑴ 子ども条例制定に向けて子どもの人権等に精通した有

識者に助言を求めることから着手するとのことだが、子

どもの人権＝権利の保護は世界共通の原則であり、これ

を守る義務の担い手は大人である。日本では「こども基

本法」に取り入れられているが、市長は、子どもの権利

条約をどのように考え、また子どもを守る仕組みを本市

においてどのように作ろうとしているのか伺う。

⑵ 令和６年４月に民間保育園が２園開園予定であり、定

員が増え、受け入れ体制が拡大する。これを機に育休退

園を廃止しないか。

⑶ 中学校の休日の部活動が、令和６年９月から地域クラ

ブとしてその指導を民間事業者に委託される。国のガイ

ドラインにより検討を進めてきたということであるが、

生徒、保護者、卒業生等の意向確認や合意形成をどのよ

うに行っての民間委託なのか伺う。

２

安心安全なまちについて

能登半島地震の発生もあり、防災拠点としての市役所新

庁舎の方向性について検討していくと施政方針で述べてい



る。新庁舎については今までワークショップ等でも議論を

積み上げてきた。

今年度、新庁舎建設の位置を決めて、迅速な取り組みを

行うことが必要と考えるが、前市政との継続性をどのよう

に考えて進めるのか伺う。

３

公共交通ネットワーク改善事業について

地域の実情に即した輸送サービスの実現を目指し、新た

な移動手段の導入に向け、デマンド交通（利用者が電話な

どで乗車を予約する交通手段）に関する実証実験の予算が

９０２万円計上されている。

⑴ 前市政で、乗合タクシーの実証実験を２回行った。次

はデマンド交通についての実証実験となるが、事業概要

と実施エリアはどこか。

⑵ Ｎ-バス運賃の７５歳以上無料化について、令和５年１０
月定例会で、市長の重点政策でもあり早期実施の指示も

出しているとの答弁であった。予算は２００万円の見込

みとのことであるが早期実施のためには当初予算の計上

が必要と思う。令和６年度見送ったのはなぜか伺う。


